






















要約：虐待を把握したときに的確に状況を判断し、時期を逸さない緊急介入などを行うた

めには重症度の評価が不可欠である。今回我々は、重症度評価のためのリスクアセスメン

トを検討したが、親子の分離が必要な重度において得点が高く、重症度の予測に役立つと

考えられた。社会的状況把握項目として保健婦の虐待に対する認識や援助技術の共有化が

可能であり、また、機関連携におけるケースの理解を一致させる資料としても有用である

と考えられる。


